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ヒグラシが、行く夏を惜しむかのように鳴いています。33 日間に及んだ夏休みも終わ

り、２学期がスタートしました。昨年に続き、今年の夏も、かなり厳しい規制が敷かれた

中での毎日。折しも、１年延期で迎えた東京２０２０オリンピックとパラリンピックが、

批判の声も聞こえる中で開催となりました。賛否両論、そこに向けての人々の思いは様々

あったことは確かです。しかし、選手たちがこれまで取り組んできた努力、流した汗や涙

は、当然、メダルの有無や手にしたメダルの色に関係なく、尊いものであることを改めて

感じさせられた両大会でした。 

 

 そんな中、夏休みのスタート時には、「ＹＯＵカフェ」を中心にいくつかの研修会が開か

れました。７月後半に実施した「ミライシードを使ってみよう」には、４月以降、授業の

中で使用しているクロムブックのさらなる使い方を学ぼうとする先生方の姿がありました。

当日、講師の方やＩＣＴ支援員さんたちに囲まれ、学びの森の面々も、新しい知識を得る

喜びを体感できた研修会でした。 

 ここで、参加した先生方の感想を紹介してみます。 

 

〇 午前午後と受講しましたが、午後はさらに実践的でとてもよかったです。ムーブノート 

は、今まで授業アンケートなど取っていたものが、さらに簡単に実践できそうで、とて 

も参考になりました。それだけでなく、持ち帰った宿題にも色々あって、今日一日では 

覚えきれないほど、便利な機能があることもわかりました。ＩＣＴ支援員さんに聞きな 

がら、一つ一つ実践できたらと思いました。 

 

〇 これまで、ドリルパークしか授業の中で活用できていませんでした。オクリング、ムー 

ブノートと教えていただき、授業の中で活用してみよう！と勇気を与えていただいた気 

がします。授業の箱を作る＝教材研究、単元計画をし、（全ての教科や単元で導入するこ 

とは難しいですが…）夏休みの思い出、クイズ、調べ学習の発表など、活用できること 

を取り入れていきたいと思いました。 

 

 



 ８月上旬には、南小学校を会場に、「２、３年目研修会」が開かれました。学級経営につ

いて学びたいという若手の先生方の声に答えた内容でした。南小で、現在、６年生を担任

している本田清香先生を講師に迎え、学級づくりへの思いを、実際の授業の映像を交えな

がら語っていただきました。教室の子供の様子を通しての研修だったため、参加した先生

方が自分事として考えられる貴重な時間になったようです。本田先生のお話の中で、特に

印象に残ったのは、「いいな」という合い言葉に託された担任としての思いでした。 

 

  い…居場所がある。 

  い…活かす。その子が活躍できる場所をつくる。 

  な…仲間理解 

 

 目の前にいる子供をしっかりと見つめ、子供たちの表れの一つ一つを楽しんでいる先生

の姿が、そこからは伺えました。形の上だけの指導ではなく、まずは、教師自身が何より

授業を楽しむことが大事であることを本田先生の発する言葉、表情、体全体から伝わって

きた時間でした。２、３年目の先生方からは、以下の感想が寄せられています。ちなみに、

この研修会でも、先生方全員がクロムブックを持ち寄り、ＩＣＴを存分に活用した研修に

なりました。 

 

〇 「いいな」の合い言葉が、しっくりきました。自分は、「いいな」の中では、「活かす」 

ができていないと感じました。もっと子供の活動の場を設定したり、子供を信じて任 

せたりしようと思います。そのために、夏休み明けに改めて子供のことをよく見て、よ

く知っていこうと思います。子供を「名前＋１（特技や特徴）」で覚えるやり方を早速

取り入れていきます。 

 

 〇 学級経営については、ずっと悩みながら取り組んできましたが、「たくさん失敗！」

というお話を伺って、たくさんチャレンジしてみようと、前向きな気持ちになれまし

た。「いいな」という三つの合い言葉を基に、自分なりに子供たちが安心できる学級経

営を行っていきたいと思います。また、「どの子供たちにも輝ける場所がある」という

お話から、自分のクラスを思い浮かべた時に、まだまだ一人一人に居場所を作りきれ

ていないと反省しました。子供たちが、３月に「小学校楽しかった！」と笑顔で卒業

できるよう、初心を忘れず、夏休み明けからの学級経営にもより力を入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み明けのそれぞれの教室では、４月とは異 

なった出会いがあったことでしょう。時折聞こえ 

るヒグラシの声を、夏を謳歌していると感じる人 

もいれば、もの悲しく聞こえる人がいるのは当然 

のこと。感じ方は、人それぞれです。一人一人が 

大切にされる教室の中で、子供たち自身が自分の 

居場所を見つけられ、自分らしさが発揮できる実 

りの２学期になることを期待しています。 
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